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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、アラブ世界の国民国家形成と近代化過程の中で成立した「現代アラビア語」が、今
日の情報革命とマスメディアの展開による言語環境の変化の中で、新たに果たしつつある政治
社会的な役割について、とくに言語環境と社会･政治変容との関係に注目しながら、地域研究的
な共同研究を行った。とくに正則アラビア語（フスハー）と方言アラビア語（アーンミーヤ）
と言う二種類の言語が社会各層のアイデンティティやイスラーム運動などの社会運動とどのよ
うな関係にあるかについて考察した。2011 年に始まるアラブ革命におけるアラビア語の役割に
ついても機動的に分析を行った。以上の研究を踏まえ「現代アラビア語」のプロジェクト全体
の研究ツールとしてアラビア語辞書データベースの改良も行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This study was coordinated among five scholars and explored area-study oriented 

research subjects with focus on the politico-social role now being played by 

‘Contemporary Arabic’ in the midst of today’s information revolution and 

mass-communication development. Formed in the process of nation-state building and 

modernization in the Arab world, Contemporary Arabic has reflected tenuous links 

between linguistic environments and socio-political transformation. Then this study 

firstly dealt with relations of the two types of languages, Standard Arabic (Fuṣḥā) and 

Colloquial/Dialect Arabic (‘Āmmiyya), with social identity and social movements such 

as Islamic ones. The role of Arabic in the Arab revolution since 2011 was also examined 

according to situations. After these researches, the data base for Arabic dictionary as a 

tool for our ‘Contemporary Arabic’ project has been improved in addition. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）多様な価値観をもつ人々が共存してい

る現代アラブ世界において、アラビア語は深

く人々のアイデンティティと関わりをもっ

ている。とくに近代以降は、国民国家建設の

過程と結びついて「現代アラビア語」という

べき新しい形態の言語が生成・発展して、政

治社会変動に大きな影響を与えてきた。こう

した現代アラビア語の発展は、これまでの正

則アラビア語（フスハー）と方言アラビア語

（アーンミーヤ）という二項対立的な構造

（それは知識層・非知識層などという社会階

層構成とも結びついていた）に大きな変化を

及ぼしつつある。 

（2）とくに現代のアラブ世界では、衛星放

送アル・ジャジーラを先駆とするアラビア語

によるマスメディアの展開と、パソコンの普

及による情報革命によって言語環境の大き

な地殻変動が起きている。このような情報革

命は、「現代アラビア語」そのものの内容、

すなわち語彙や用法、あるいは文法などの諸

側面に大きな影響を及ぼしつつある。また、

こうした言語環境における地殻変動は、新し

い情報メディアを通じたイスラーム的政治

言説の伝播によって、急進的な政治運動の地

域横断的で同時発生的な拡大をももたらし

ている。 

 

２．研究の目的 

（1）本研究は、これまでの中東研究では充

分な研究関心が払われて来なかった言語環

境における地殻変動と政治・社会体制の変革

との関係について、現代アラビア語に関する

言語社会学的な研究を中心にして明らかに

することを目的とした。 

（2）情報革命の影響を受けながら現在、ア

ラブ世界は政治的、社会的に見て、大きな岐

路に立っている。1960、70 年代以降の独裁

的な政治体制が、一方では国際政治の次元か

らの、他方では草の根社会の次元からの「民

主化」運動にさらされ、根本的な改革を迫ら

れているからである。この政治・社会変革の

原因ともなり、結果ともなっている現代アラ

ビア語の実態を地域研究的な共同研究の体

制で分析した。 

 

３．研究の方法 

（1）上記のような問題関心に対応した研究

を進めるために、言語社会学的な研究を中心

に据えながら、同時にイスラーム学や政治学、

歴史学、そして言語学やアラブ文学など複数

の専門領域の枠組みと手法を動員した共同

研究の体制をとった。また、こうした地域研

究的な共同研究と並行して、変化の著しい

「現代アラビア語」の実態分析のための研究

ツールの開発も重要であった。 

（2）地域研究による「現代アラビア語」の

言語社会学的研究のために、以下の諸課題に

ついてそれぞれに対応した研究手法にもと

づいた調査･分析を行った。そのために必要

な資料収集・現地調査を行った。ⅰ．「現代

アラビア語」の歴史的形成と国家の言語政策

に関する歴史学的研究。ⅱ．「現代アラビア

語」の言語学的特徴に関する文献学的･資料

解析的研究。ⅲ．「現代アラビア語」と情報

環境に関する文学的メディア学的研究。ⅳ．

正則アラビア語とイスラーム政治運動との

関係に関する政治学的イスラーム学的研究。

ⅴ．方言アラビア語と社会各層のアイデンテ

ィティに関する言語学的歴史社会学的研究。



ⅵ．「現代アラビア語」基礎研究データベー

スの構築と改良。 

 
４．研究成果 

（1）「現代アラビア語」の歴史的形成と国家

の言語政策：アラブ主要国に設置されたアラ

ビア語アカデミーは、近代の公的なアラビア

語の標準化に多大な貢献をなしてきた。本プ

ロジェクトではその活動に焦点を当て、エジ

プトとシリアのアラビア語アカデミーを訪

問調査し、関係者から聞き取りを行うと共に

基本資料各種の収集を行った。アラブ諸国の

各アカデミーの関係を調査するとともに、非

アラブ圏におけるイスラーム教育と結びつ

いた現代アラビア語の果たす役割について

も補足的に研究を行った。その結果、各国の

アカデミーによるアラビア語標準化の協調

的努力がある一方、それ以外の公的･半公的

な機関･団体による活動が並行的になされて

いること、エジプトのアカデミーが編纂する

『大辞典』（未完）、『中辞典』（現在第 5 版）

の影響力も地域的な偏差があることなどが

分かった。 

（2）「現代アラビア語」の言語学的特徴：コ

ーラン（クルアーン）の伝承とメディア表現、

現代小説とアラビアンナイトなど古典文学

との比較、文法的特徴の比較研究などの具体

的な諸課題に関する考察と言語情報の収集

を行った。その結果、(4)の課題とも関連する

が、イスラーム関係用語が政治状況や使用者

によって変容しつつあること、小説などの実

験的な技法が古典文学の解釈においても用

いられている点などが明らかになった。 

（3）「現代アラビア語」と情報環境：衛星放

送などを通じて汎アラブ世界的に流通する

言語的特徴の変化（エジプト・東アラブ･湾

岸の地域偏差）、インターネットや携帯電話

メッセージで略語化される言語表現や、音韻

変化、文法上の変更、それらの活字メディア

への影響に関する多面的な考察を行った。そ

の結果、とくに正則アラビア語の語法が新し

いメディアによってより標準化されている

傾向が見られる一方、従来は文字化されない

各国方言の口語体の使用が頻繁に見られる

ようになっている点も明らかになった。 

（4）正則アラビア語とイスラーム政治運動

との関係：コーラン（クルアーン）の言語で

ある古典アラビア語の現代アラブ政治にお

ける役割について、主要な思想家・運動指導

者の言説分析を行った。その結果、クルアー

ンやハディース（預言者ムハンマド言行録）

のデジタル化と検索機能付きのデータベー

スの利用がインターネット上で簡便にでき

るようになったことで、特定の思想家や指導

者たちによる言説の流通の加速化と並行し

て、大衆的なイスラーム言説利用の形態が出

現していること、それが各地域の政治社会運

動に大きな影響を与える可能性があること

などが検討された。 

（5）方言アラビア語と社会各層のアイデン

ティティ：アラブ世界は、西側からマグレブ、

エジプト、マシュレク、アラビア半島などの

各方言域に区分されるが、1980 年代以降の

アラビア半島産油国の経済的地位の向上と

ともに、各地の方言の勢力関係にも大きな変

化が起きつつあること、また都市化や人口移

動の加速化に伴い、各国内における方言差に

ついても、社会意識が変化し、階層的なアイ

デンティティ構造にも影響を与えているこ

とが分かった。 

（6）「現代アラビア語」基礎研究データベー

スの構築と改良:本プロジェクトに先行する

科研費プロジェクト「アラブ世界の活字文化

とメディア革命」において実験的に構築した

「現代アラビア語基礎研究データベース」に

追加語彙入力とデータ加工を行い、改良を行

った。 



（7）アラブ革命と現代アラビア語：2011 年

1 月のチュニジアとエジプトで始まったアラ

ブ革命がどのような新しいアラビア語言語

環境の中で行われたかについて、現地調査を

行うとともに、関係資料の収集に努め、専門

家を招聘して現代アラビア語とエジプト革

命に関する国際ワークショップを開催した。

その結果、スローガンや革命歌、ポスターや

ビラ、革命詩などの分析を通じて、上記の新

メディアの発展を通じた正則語･口語方言の

関係変化が顕著に見られ、大きな政治社会変

動の背景になっていることが検討された。 
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